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ごみゼロ新聞は、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。

ごみゼロ新聞へのご意見・
ご要望をお寄せください。

『津山市ごみゼロ新聞編集委員会』
津山市環境事業所　Tel 22-8255　Fax 23-7055
E-mail:gomizero@city.tsuyama.okayama.jp

　　あまり費用をかけずに処理したい　　　コンポスト・ボカシ処理容器
　　早く処理できるものがほしい　　　　　電気式生ごみ処理機
　　手間が少ないものがほしい　　　　　　電気式生ごみ処理機
　　家の中で処理してしまいたい　　　　　乾燥方式の電気式生ごみ処理機の一部機種で可能

※詳しくは販売店・メーカーに確認してください。

生ごみ処理機器の購入補助（平成24年度）

津山市第２次ごみ減量行動計画が策定されました津山市第２次ごみ減量行動計画が策定されました
　本市は、平成7年のごみ非常事態
宣言発令から長年にわたり、市民、
事業者、市民団体との協働でごみ減
量に取り組んでおります。
　平成19年の「津山市ごみ減量新行
動計画」においては、平成17年度の
１人１日当たりごみ排出量976ｇを
平成23年度には825ｇまで削減する
という高い目標を掲げました。
　現状は、平成22年度実績884ｇと
その達成は困難な状況です。しか
し、平成17年度より92ｇ（約1割）
の削減、環境省公表の全国平均と比
べても約1割少ない量となっており、相当高いレベルでごみ減量ができていると考えられます。
　これは、市民の皆様のご理解・ご協力の賜物であり、深く感謝いたします。

本市の循環型社会を構築するためには、さらなるごみ減量を目指す必要があります。
そこで、津山市第２次ごみ減量行動計画が今年 2月に策定されました。

計画の中では、減量目標の数値設定がされたほか、その達成に向けての重点目標が定められました。

※減量目標：平成22年度実績を基準年度とした平成28年度数値目標

※ 実行には、市民、事業者、市民団体、行政の連携と協力が重要となります。

　　循環型社会を構築し、未来の子供達に引き継いでいけるよう
今後ともご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。　　

※補助の決まり（要件）があります。
※必ず、購入前に電話で申し込みをしてから、
市が指定する販売店で購入してください。　
※予算に限りがあるため、お断りをする場合も
あります。

申し込み先　 津山市環境事業所
Tel２２-８２５５

　紙ごみの減量やリサイクルに取り組もうとする事業所に『リサイクルアドバイザー』を無料で
派遣します。アドバイザーが店舗や事務所、工場を訪問し、事業所に合った紙ごみの分別の仕方
など、助言や指導を行います。社員研修の講師としてもご利用ください。
申し込み・問い合わせ先　 津山市環境事業所　〒708-0863　津山市小桁401-15

Tel２２-８２５５　Fax２３-７０５５

　家庭でできる生ごみの堆肥化やボカシの作り方、紙ごみのリサイクルについて、市が専門の講
師を無料で派遣しています。
※町内会やグループで申し込んでください。

重点目標
可燃ごみ減量・不燃ごみ減量・埋立てごみ減量・啓発の推進
集合住宅対策の充実・協働によるごみ減量への取り組み

ごみ排出量 １０％削減（34,892ｔ⇒31,400ｔ）
１人１日当たりごみ排出量７.３５％削減（884ｇ⇒820ｇ）

家庭系可燃ごみ排出量 １５％削減
家庭系不燃ごみ排出量 １０％削減

全体（事業者・家庭）で目指してもらうもの家庭で目指してもらうもの

生ごみ処理機器 補助金額等

１個
２,１００円

１セット
１,６５０円

購入金額の１／２
（上限２万円）

【ごみ排出量と１人１日当たりごみ排出量の推移】
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ボカシ処理容器コンポスト

補助限度
（１世帯当たり）

２個以内

２セット以内
（２個で１セット）

１台限り

庭や畑に置き、生ごみと土を
交互に入れ、堆肥にします。

軒下などに置き、生ごみにボ
カシをかけて堆肥にします。

乾燥方式と、微生物での分解
方式があります。　　　　　

コンポスト
(容量　１３０ℓ）

ボカシ処理容器
（容量　２０ℓ）

電気式生ごみ処理機


